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題目：内部状態のある粒子を用いた走化性行動の記述
 

 　バクテリアなどは、栄養物質が多い方向へ移動する性質（走化
性）を もっている。そこでは、直進(run)と時々起こるランダムな
方向 変換(tumbling)の2状態を交互にとりながら進んでいく。 
　方向変換はランダムに行われるにも関わらず、目的の環境へと移
動する 事ができる。これは、少し前の時間にいた環境と現在の環
境を比較し、 その変化に応じて方向変換頻度を制御することで可
能になると考えられ ている。
  走化性が機能するためには、「変化に応答する時間、tumbling 
時間間隔、新環境に適応する時間、の３つのスケールが、この順に 
logスケールで等間隔に並ぶ」ことが必要であると大沢らは述べ
た。そ こで、栄養物質濃度の変化に対し応答と適応を示す反応系
を内部にも ち、方向変換頻度だけを制御して運動するcellモデル
を用いて、 様々な環境でこの条件を確認した。
  さらに、バクテリアは互いに誘引性シグナルを放出し合い、それ
に対し走化性を示す事で集合することが知られている。先の走化性
を示す cellモデルに同様な相互作用を行わせ、集合が可能になる
ための条件を 考えた。


